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研究成果の概要（和文）：伝統的な西洋哲学は心についての一人称的な記述に終始してきた。一

方心の科学は、心や脳についての三人称的な解明を遂行してきた。同じ心を対象としながらも、

方法論や考え方の違いによる両者の溝は埋めがたいものに思えた。本研究は、心の内部には本

人にしか近づき得ないという古典的な考えを批判する現象学的な発想――他人の身体動作や表

情がその人の心の顕現であるという発想――を出発点としている。その成果は、こうした発想

のもと、外部から捉えた他人の心の状態についての記述が、心の科学に資する可能性を実験的

に検証したところにある。 
 
研究成果の概要（英文）：The traditional European philosophy has been concentrating on the 
first-person description of the mind, while the science of the mind has tried to explicate 
the mind and the brain from the third-person perspective. It seems difficult to bridge 
the methodological gap between them. This research is based on the phenomenological idea 
that criticizes the classical assumption, according to which the psyche is accessible 
only to myself and cannot be seen from outside. Phenomenology argues that the other's 
mind manifests itself in bodily behavior and facial expressions. This research shows the 
possibility that the description of the other's mental states from outside contributes 
to the science of the mind based on that phenomenological idea.  
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１．研究開始当初の背景 
(1)デカルトの心身二元論以来、心の内部へ
とむかう哲学的な考察と心の外部を対象と
する自然科学的な研究は、実質的に交わるこ
とのない道を歩んできた。ヴントによって実

験心理学が創始されると、一度は、心も自然
科学の対象になるかに見えたが、ヴントの内
観法にある重大な欠点（例えば、一人称の報
告は対象とする意識経験自体を歪めしまう、
報告に被験者によるばらつきがある、などで、
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科学的なデータになり得ない）により、心は
行動へと還元される道（行動主義心理学）を
歩むことになる。その後、行動に還元されな
い心の内部の探究を含めた心の総合科学と
しての認知科学が展開していくことになっ
た。ところが、脳科学を含めた認知科学にお
いても、心身問題の本質的な部分は解決され
ないままになっている。 
(2)研究代表者は、こうした問題を乗り越え
るために、科学研究費による研究「言語と身
体をめぐる認知現象学的研究」で、哲学とく
に現象学と認知科学との有機的な統合を目
指してきた。だが研究を遂行する過程で表面
化してきたのは、脳の物理的過程と心的過程
との間の説明ギャップに代表されるような
原理的問題より手前にある事柄である。それ
は、脳状態の詳細なデータを積み重ねること
ができても、それに対応する心的状態や身体
動作に確定的な記述を与えることが難しい
という問題である。脳の物理的状態について
の解釈も、そうした記述の作業が前提されて
しかるべきであるが、脳科学は客観的、三人
称的、非人格的データにのみ焦点をあててい
るのが現状であり、一人称的観点や二人称的
観点からの情報が科学的データとして研究
の中に実質的に組み込まれることはない―
―ここでいう「二人称的」とは身体動作の観
察を念頭に置いたものだが、これは脳内の物
理過程のような非人格的身体と異なり、動作
主である被験者の身体が観察者にとって人
格をもつコミュニケーション可能な存在と
して現れるという意味である。 
(3)ところが近年、脳科学の専門ジャーナル
掲載の論文に、以前は極めて稀であった「意
識」「主観性」といった概念が頻繁に見られ
るようになっている。これは、経験科学とし
ての脳科学が、心的性質の自然化を巡って新
たな方法論を模索していることの証しであ
る。 
 
２．研究の目的 
(1)近年では、心についての総合科学である
認知科学の台頭もあり、心の研究に対する哲
学独自の影響力は少なくなりつつある。それ
でも、今日、哲学が心の科学に対して積極的
な貢献が可能だとすれば、研究に概念的な見
通しを与えたり、新たな方法論を提案したり
といったことになる。そこで本研究は、認知
科学と現象学の哲学的な思考との有機的統
合を目指す認知現象学の見地から、実験心理
学が勃興して以来の方法論に纏わる問題に
対して、独自の解決の道筋を示すことを目的
とする。具体的には、身体動作に関する一人
称的、二人称的観点からの記述に科学的デー
タとしての身分を与えることを目指すが、そ
の実現のために現象学の方法論と概念装置
を応用する。 

(2)本研究は、先に述べた背景を踏まえて、
身体についての現象学的記述を突破口に、具
体的な実験パラダイムによる実証研究に基
づいて、心の科学の新たな方法論、新たな自
然化の試みを提案するものである。行動主義
心理学と本研究との大きな違いは、前者によ
る行動の記述が貧弱すぎて心の本質的な部
分を置き去りにしていたのに対し、後者で対
象となる身体動作の記述が心的様相の豊か
な内容を捉えようとしているという点にあ
る。これは、本研究が記述学という側面も合
わせもつからである。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、背景で述べたことを踏まえて、
身体についての現象学的記述を突破口に、具
体的な実験パラダイムによる実証研究に基
づいて、心の科学の新たな方法論、新たな自
然化の試みを提案するものである。 
(2)具体的には、うえに挙げた目的を達成す
るために、以下の三つにそって研究を遂行し
た。(ア):現象学を認知科学に応用するにあ
たって、現象学の方法論と概念装置を本研究
の観点から精査、再鋳造すること（認知現象
学的方法論の構築準備）、(イ):既存の実験パ
ラダイとそれによって得られた実験データ
を認知現象学的方法論の観点から検討をす
ること、(ウ):(イ)の成果に依拠しつつ実験
パラダイムを再構築し、この新たなパラダイ
ムに基づいて再度実験を遂行することによ
って、認知現象学的方法論を仕上げていくと
ともに、現象学自体の応用可能性を明確化す
ること。(ア)は方法論構築の準備であり、基
本的に文献研究である。この準備にあたって、
古典的な文献から最新のものまで、可能な限
り本研究に関係する記述を抽出し分析する
必要がある。(イ)(ウ)は現象学的な記述の自
然科学方法論への実質的な組み込みを目指
すものであり、(イ)(ウ)の成果は(ア)を再度
参照することで実質的なものとなる。また、
(イ)は(ウ)の前提となる研究であると同時
に、 (ウ)での成果を(イ)に取り込む必要が
ある。 
(3)以上について次に挙げる方法で研究を行
った。(ア)については、現象学の文献から身
体動作についての記述を抽出し、そこにある
一般的な表現を確定することなどによって
「身体の現象学」に固有の記述方法を明らか
にした。(イ)については、実験とインタビュ
ー調査を遂行した。実験については、作業療
法と呼ばれる分野の心理学的実験パラダイ
ムを用いて実施し、身体動作の二人称的な記
述データを収集した。加えて、アスリートへ
のインタビュー調査を行い、彼ら自身による
身体動作についての一人称的記述データを
収集した。また収集したデータ関して(ア)の
記述方法と対照しつつ分析した。(ウ)では、



 

 

(ア)と(イ)の成果にもとづき(イ)の実験パ
ラダイムを再構築した。 
 
４．研究成果 
(1)心についての総合科学である認知科学の
台頭などで、心の研究に対する哲学独自の影
響力は少なくなりつつある。こうした中で、
哲学が心の科学に対して貢献が可能だとす
れば、心の科学の新たな方法論を提案すると
いったことになる。本研究は、認知科学と現
象学の哲学的な思考との有機的統合を目指
す認知現象学の見地から、実験心理学が勃興
して以来の方法論に纏わる問題に対して、独
自の解決の道筋を示すものである。具体的に
は、身体動作に関する一人称的、二人称的観
点からの記述に科学的データとしての身分
を与えた。 
(2)平成 22 年度:（ア）「現象学を認知科学に
応用するにあたって、現象学の方法論と概念
装置を本研究の観点から精査、再鋳造するこ
と」と「その成果を踏まえ既存の実験パラダ
イムに対して認知現象学的方法論の応用を
試みること」の一部を中心に、課題を遂行し
た。 前者に関わる成果として、"On the 
Methodology of Science of Mind" と
"Describing Mental States and Bodily 
Behaviors"を発表した。これらの発表で研究
代表者は、心の科学についての一人称的記述
と二人称的記述の可能性と、そこから得られ
る成果のロボット工学への応用可能性につ
いて論じた。ロボットにおいて、人間の心を
ロボットのような機械で実現するこれまで
の方法として、GOFAI のようなトップダウン
的方法とブルックス以降のボトムアップ的
方法とがあるが、本発表では、両者を融合さ
せる方法論についても考察した。また、"On 
What Mediates Our Knowledge of the 
External World"では、前者の課題に関わる
現象学的身体論と哲学的存在論については
論じた。後者については、作業療法士（作業
療法士を心的状態を身体動作から読み取る
「訓練された観察者」の素養をもつ者である
という仮説で実験を構築している）を対象と
する実験と、アスリートの身体動作について
の映像撮影とそれにもとづいたインタビュ
ーによって、データを蓄積した。 
(3) 平成 23 年度: （イ）を全面的に遂行し
た。とくに、作業療法士（作業療法士を心的
状態や心的傾向を身体動作から読み取る「訓
練された観察者」の素養をもつ者であるとい
う仮説で実験を構築している）を対象とする
実験を大規模に行いデータを蓄積し分析し
た。加えて、アスリート（サッカー選手）の
身体動作（身体技能）についての一人称的記
述をデータ化することを行った。 
(4) 平成 24 年度: これまでの研究成果を整
理しつつ、認知現象学的方法論の応用の結果

得られたデータを分析し、それを現象学にフ
ィードバックすることによる方法論の仕上
げを遂行した。具体的には、過去 2年間で収
集した実験データ（作業療法士と一般学生に
よる身体動作の二人称的記述と心的状態の
記述、アスリートの身体技能についての一人
称的記述）を現象学と認知科学にまたがる現
代の研究成果を踏まえて分析した。以上の作
業を通じて、他者の身体動作や心的状態につ
いての外部からの記述と当人の一人称的記
述の間に何らかの統一性を見いだすことで、
身体動作と心的状態の記述に関する方法論
確立の基礎理論を構築した。これらの成果に
ついては、Society for Social Studies of 
Science お よ び The Society for 
Phenomenology and Media の国際大会などで
発表したほか、『思索』（東北大学哲学研究会
編）に論文として掲載した。このほか、研究
成果は、Glimpse(SPM)、『知の生態学的転回』
全三巻（東京大学出版会）などに論文として
掲載される予定である。また、The Evolution 
of Social Communication in Primates: a 
Multidisciplinary Approach(Springer)には
論文を投稿中である。 
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